
第５回厚生文教常任委員会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和６年６月１４日（金曜）      午後１時 30 分 開会 

 休 憩 14:27-40 

午後２時 53 分 閉会 

休憩時間：０時間 13分 会議時間：１時間 10分 

会 議 場 所 ３階委員会室 

出 席 委 員 

氏   名 

 

委員長  中村 和宏 委 員  堀切  忠  

副委員長 中田智惠子 委 員  小笠原 等  

委 員  鈴木 健充 委 員  伊藤  稔  

委 員  早苗  豊   

委 員  立川 美穂  議 長  梶澤 幸治 

説 明 員 

公立芽室病院事務長 石田  哲 総務係長 佐藤 文彦 

総看護師長 岡山有美子 経営企画係長 杉本 康次 

事務長補佐 篠田 潤一 医事係主査 佐々木弥恵子 

参 考 人    

欠 席 委 員 

氏   名 

   

   

事務局職員 事務局長 安田 敦史 総務係主査 上田瑞紀  

『会議に付した事件と会議結果など』 

 

１ 開 会 

委員長が開会を告げ、小笠原委員の遅さんの旨を報告し、事務局から本日の委員会

の日程を説明する。 

 

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 令和５年度公立芽室病院の決算状況について  資料１ 

・病院事務長：資料を総務係長から説明する旨を告げる。 

・総務係長：資料説明＜前年対比・職員給与費内訳表（決算対比）・年度別収益的収支

の状況・年度別資本的収支の状況・診療科別前年対比・月別入院状況・月別外来状況

＞ 

・委員長：意見・質疑はないか？ 

・立川委員：女性に特化したがん検診の再開の考え方はあるのか？ 

・事務長補佐：マンモグラフィーの機器は保有しているものの、当院では担当医師が不

在であり検査ができないため、医師確保については、今後の検討課題と捉えている。 

・立川委員：担当医師が在勤していないと、機器が活用できないと考えて良いか？他の

病院では、オンライン診察も可となっているケースもある。新たな検査手法の検討等

はせずに、現行の課題認識で取り組んでいくと解して良いか？ 



・事務長補佐：お見込みのとおり。 

・立川委員：担当医師の確保に取り組むと捉えて良いか？ 

・事務長補佐：現時点では考えていない。 

・早苗委員：総費用について、「材料費」や「経費」が減少し、病院の当初予算と比較

しても減額決算となっている。この要因は、病院の経営努力と捉えて良いか？ 

・総務係長：当初予算と比較して、入院患者数の減が大きな要因のひとつである。 

・事務長：職場全体での経営改革の努力も大きな要因の一つと分析している。 

 ・委員長：他にないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：以上で調査事項「ア」を終了する。 

 

イ 公立芽室病院経営強化プラン１次改訂について  資料２ 

・病院事務長：資料を経営企画係長から説明する旨を告げる。 

・経営企画係長：資料説明（令和６年６月第１期改訂箇所）。 

・委員長：意見・質疑はないか？ 

・立川委員：（４Ｐ）建替について、資材高騰の他、少子化等の影響も検討の要素に含

まれるのか？ 

・事務長：お見込みのとおり。 

・鈴木委員：（３Ｐ）診療圏として、西部の他町（清水・新得・鹿追）の利用実績につ

いて、どのように捉えているのか？ 

・事務長：詳細の分析はしていない。ただし、実態としては、町内在住者の患者割合が

増加していることは把握している。 

・中田委員：（７～８Ｐ）医師・看護師の人材確保に係る課題について、出入りの状況

は？ 

・経営企画係長：医師の離職はＲ５～６はゼロ。会計年度任用職員を含めても課題とな

るほどの認識はない。 

・中田委員：外国人の採用について、家族のケア、住居の確保、言語の通訳等、課題認

識はあるのか？ 

・総看護師長：一定条件をクリアした人材を採用できるようなスタンスであり、生活そ

のものへのかかわりは専門業者に委ね、医療現場での指導等を当院が担う予定であ

る。 

・堀切委員：（８Ｐ）セルⓇ看護提供方式について、現時点の評価は？ 

・総看護師長：職員にとってはモチベーションにつながり、患者様からの評価も高い。

継続しながら充実させていきたい。 

・堀切委員：（11Ｐ）マイナンバーカードについて、保険証の利用率は？ 

・事務長補佐：本年５月時点で 15.2％。 

・堀切委員：窓口対応での混乱は？ 

・事務長補佐：現時点で発生していない。 

・堀切委員：12月の本格稼働に向けて、対策は？ 

・事務長補佐：現時点で想定していない。 



・堀切委員：18Ｐの資料の単位は？ 

・総務係長：単位は千円である。 

・立川委員：町民に対する利用促進の今後の対策は？ 

・事務長補佐：協会けんぽ加入者を対象にした検診を強化した。今後、いっそう充実さ

せたい。 

・立川委員：健康に対する意識向上に向けた取組みとして、町民の予防策に病院が寄与

することの検討は？ 

・総務係長：医療法により、病院として対外的な宣伝行為に規制はあるが、病院まつり

等のイベントを通じて各種広報・啓発活動に努めていきたい。 

 ・委員長：他にないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：以上で調査事項「イ」を終了する。 

 

 

  ・委員長：お諮りする。当日追加として「先進地事務調査について」、調査事項とした

い。異議ないか？ 

 ・（異議なし） 

 ・委員長：当日資料をクラウドに保存するので、休憩とする。 

  

 ・委員長：休憩を取り消し、委員会を再開する。 

 

ウ 委員会の先進地事務調査について  当日追加資料３ 

・中田副委員長：資料説明（「先進地事務調査」に係る事前質問事項の整理） 

 ・委員長：意見・質疑はないか？ 

 ・（意見・質疑なし） 

 ・委員長：提案のとおり決定することに異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：以上で当日追加調査事項「ウ」を終了する。 

 

・委員長：自由討議を行う。調査事項「ア」について意見はないか？ 

・立川委員：今後に向けても継続調査すべきと考える。 

・鈴木委員：今後いっそう地域の中心的医療機関の役割を発揮すべき考える。コロナの

各種補助制度がなくなった後の経営・運営は、従来にも増して重要であることから

継続調査すべきと考える。 

・委員長：他にないか？ 

・委員長：以上で自由討論を終了する。 

 

・委員長：自由討議を行う。調査事項「イ」について意見はないか？ 

・委員長：調査事項「ア」と同様の対応とすることで異議ないか？ 

・（異議なし） 



・委員長：以上で自由討論を終了する。 

 

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程について 

   正副一任 

 

（２）その他 

・委員長：「その他」で各委員からないか？ 

・（なし） 

・委員長：議長からないか？ 

・（なし） 

・委員長：事務局からないか？ 

・（なし） 

 

以上をもって、厚生文教常任委員会を終了する。 

 

傍 聴 者 数 一般者 ０名 報道関係者 １名 議 員 ２名 合計 ３名 

  

令和６年６月１４日 

厚生文教常任委員会委員長 中 村 和 宏 

 

 


